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１． はじめに

本県の農業・農村を取り巻く状況が変化する中で，県政及び農業農村整備事業を円

滑に推進するためには県民に対する説明責任の向上はもとより，県民のニーズを的確

に捉え，県民と行政との間のコミュニケーションをより一層密なものにしていくこと

が重要となっています。

このため，農業農村整備事業の果たす役割やその効果について、一般県民等の理解

向上と、本事業を担当する職員の意識高揚を図ることを目的として、平成１３年度に

『宮城県農業農村整備・広報広聴活動推進委員会』を設置し，広報広聴活動の積極的

な展開に努めてまいりました。

本年度は今まで実施してきた「田んぼの生きもの調査」の調査結果をデータベース

化し田んぼの生きものマップを作成し活用することを目指して、ワーキンググループ

を立ち上げ活動を行いました。

平成１３年度から現在まで県内で実施した「田んぼの生きもの調査」結果ととりま

とめた報告書を作成しましたので、業務の参考にしていただければ幸いです。
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２．田んぼの生きもの調査の概要

①目的

水田や農業用用排水路、ため池など水田周辺の環境は、農業生産基盤の場であ

ると同時に魚類など生物の生息の場となっています。この水田周辺の生態系は、

水田農業が営まれることによって成り立っており，農業農村が持つ多面的機能の

ひとつと考えられています。

近年、農業農村が持つ多面的機能が認識され、土地改良法の改正で「環境との

調和への配慮」が盛り込まれました。

このような環境との調和に配慮した事業をすすめるためには、水田周辺の生態

系の現状を把握することが重要であることから、「田んぼの生きもの調査」を実

施しており、事業計画に活かされています。

①水田周辺の生態系の状況を把握する

②調査結果を分析し、生物生息状況と環境との関係を把握する

③調査を通じて、環境に関する意識・知識を高める

④環境に配慮した事業の実施

②実施状況

県内では平成１３年度から県内各地で実施され、平成１８年度で６年目となり、

今後も継続されます。

③調査項目

「田んぼの生きもの調査」調査項目は主に下記のとおりです。

【魚類・水生生物調査】主に水田周辺の水路やため池で調査を行う。

タモ網、カゴ網、定置網等の調査道具を用い採補を行う。

【カエル調査】主に水田周辺の農道、畦周りに生息しているカエルを調査。

踏査による目視およびタモ網での採補により調査を行う。

【環境調査】魚類・カエル調査とあわせて、調査地点の環境を把握するため

流速・水温・水深等を調査。

鳥類、植物、両生類、貝類、爬虫類、昆虫等についても調査を行っておりますが、

本書は調査データが多く、田んぼ周辺になじみの深い魚類とカエルについて調査結果

をとりまとめました。



４．魚類調査
（１）調査地点数（各管内及び市町村毎）

管内 市町村名 （旧市町村） 調査地点数 管内 市町村名 （旧市町村） 調査地点数
大河原 白石市 0 栗原 栗原市 79
(79地点) 角田市 8 (79地点) 築館町 10

蔵王町 3 若柳町 14
七ヶ宿町 0 栗駒町 14
大河原町 1 高清水町 0
村田町 2 一迫町 1
柴田町 34 瀬峰町 7
川崎町 31 鶯沢町 0
丸森町 0 金成町 9

仙台 仙台市 0 志波姫町 24
(41地点) 塩竃市 0 花山村 0

名取市 1 登米 登米市 58
多賀城市 0 (58地点) 迫町 17
岩沼市 6 登米町 0
亘理町 9 東和町 21
山元町 8 中田町 7
松島町 12 豊里町 0
七ヶ浜町 0 米山町 0
利府町 0 石越町 2
大和町 2 南方町 5
大郷町 0 津山町 6
富谷町 0 石巻 石巻市 33
大衡村 3 (41地点) 石巻市 8

大崎 大崎市 68 河北町 16
(117地点) 古川市 21 雄勝町 0

松山町 5 河南町 4
三本木町 0 桃生町 3
鹿島台町 12 北上町 2
岩出山町 8 牡鹿町 0
鳴子町 0 東松島市 8
田尻町 22 矢本町 8

色麻町 0 鳴瀬町 0
加美町 33 女川町 0

中新田町 9 気仙沼 気仙沼市 0
小野田町 16 (1地点) 気仙沼市 0
宮崎町 8 唐桑町 0

涌谷町 2 本吉町 1
美里町 14 南三陸町 0

小牛田町 4 志津川町 0
南郷町 10 歌津町 0

調査地点 416地点

平成１３年度から１８年度の６カ年に県内全域で、４１６地点で調査が行われました。
各管内及び市町村別の地点数を表１に示します。
農業農村整備事業を実施中及び計画している市町村に多い傾向になっております。

表　１　　各管内及び市町村別の調査地点数

図　１　各管内別調査地点数割合
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４．魚類調査
（２）採捕魚種数（管内毎）

全県 大河原 仙台 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼

魚種数 46 29 29 26 19 24 30 4

注意１）フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。
注意２）管内別採捕魚種数は、調査地点数や調査手法等が異なるため一概に比較することはできない。

表２　総採捕種数

図２　管内別採捕　魚種数（管内毎）

調査の結果、県内では１４科４６種が採捕されており、これは全国に生息する淡水魚約３
００種の約２割にあたります。また、県内で出現した淡水魚７０種（内水面水産試験場調
べ）の約７割にあたります。
総採捕種数を表２に示します。また、一覧表を表３に示します。

管内別採捕魚種数

29 29

26

19

24

30

4

0

5

10

15

20

25

30

35

大河原 仙台 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼

魚
種
数

-４-



４．魚類調査
（２）採捕結果（管内毎）

全県 大河原 仙台 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼

フナ類 245 25 34 83 35 33 35

　　（ギンブナ） (150) (20) (16) (49) (25) (23) (17)
　　（キンブナ） (46) (3) (3) (26) (9) (3) (2)
　　（ゲンゴロウブナ） (29) (2) (13) (1) (1) (7) (5)
　　（フナ類・未同定） (20) (2) (7) (11)
カネヒラ 8 3 5
タイリクバラタナゴ 104 11 15 35 14 10 19
オイカワ 86 26 14 29 9 1 7
アブラハヤ 82 9 39 12 14 7 1
ウグイ 73 12 6 26 5 5 19
モツゴ 166 7 20 43 42 27 27
タモロコ 194 21 22 61 40 28 22
ビワヒガイ 19 1 4 8 1 4 1
カマツカ 10 5 2 1 2
ニゴイ 29 6 6 9 1 7
コイ 45 8 13 3 6 15
シナイモツゴ 1 1
アカヒレタビラ 1 1
テツギョ 2 1 1
ツチフキ 5 4 1
ヌマムツ 1 1
カワムツ 1 1
タカハヤ 1 1
ドジョウ 278 31 22 99 44 44 37 1
カラドジョウ 12 3 3 2 3 1
シマドジョウ 47 6 1 26 10 4
ホトケドジョウ 35 11 2 22
ナマズ 25 1 4 6 3 6 5
ギバチ 17 1 13 3
メダカ 122 20 27 26 26 23
ブルーギル 7 3 2 2
オオクチバス 38 10 9 6 7 6
コクチバス 1 1
ヨシノボリ類 100 5 14 31 10 18 22
　　（オオヨシノボリ） (11) (2) (2) (7)
　　（トウヨシノボリ） (76) (2) (12) (25) (7) (16) (14)
　　（カワヨシノボリ） (1) (1)
　　（シマヨシノボリ） (1) (1)
　　（ヨシノボリ類・未同定） (11) (1) (2) (6) (1) (1)
ジュズカケハゼ 45 2 2 19 7 9 6
ヌマチチブ 3 1 2
マハゼ 1 1
ウキゴリ 12 1 5 6
アシシロハゼ 1 1
ビリンゴ 2 1 1
ボラ 7 2 5
カムルチー 4 1 2 1
イワナ 1 1
ニッコウイワナ 2 2
ヤマメ 14 12 1 1
ワカサギ 2 1 1
アユ 1 1
カジカ 11 1 5 3 1 1
スナヤツメ 14 2 9 3
ウナギ 8 2 3 3
採捕された魚種数 46 29 29 26 19 24 30 4

（参考：採捕魚種数） (51) (33) (31) (28) (22) (27) (33) (4)

採捕総地点数 1883 219 227 608 271 265 289 4

※フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

　同定結果は参考として（）に示している。

表３　平成１３年～１８年度調査において採捕された魚種の一覧

採捕地点数
種　　名

-５-



４．魚類調査
（３）採捕地点数が多かった種（管内毎）

採捕
地点数

採捕
地点数

採捕
地点数

採捕
地点数

採捕
地点数

採捕
地点数

採捕
地点数

採捕
地点数

１位 ドジョウ 278 ドジョウ 31 フナ類 34 ドジョウ 99 ドジョウ 44 ドジョウ 44 ドジョウ 37 ドジョウ 1

２位 フナ類 245 オイカワ 26 ドジョウ 22 フナ類 83 モツゴ 42 フナ類 33 フナ類 35 アブラハヤ 1

３位 タモロコ 194 フナ類 25 タモロコ 22 タモロコ 61 タモロコ 40 タモロコ 28 モツゴ 27 カジカ 1

４位 モツゴ 166 タモロコ 21 モツゴ 20 モツゴ 43 フナ類 35 モツゴ 27 メダカ 23 ヤマメ 1

５位 メダカ 122 ウグイ 12 メダカ 20 アブラハヤ 39 メダカ 26 メダカ 26 タモロコ 22 フナ類

６位 タイリクバラタナゴ 104 ヤマメ 12 タイリクバラタナゴ 15 タイリクバラタナゴ 35 タイリクバラタナゴ 14 ヨシノボリ類 18 ヨシノボリ類 22 モツゴ

７位 ヨシノボリ類 100 タイリクバラタナゴ 11 オイカワ 14 ヨシノボリ類 31 アブラハヤ 12 アブラハヤ 14 タイリクバラタナゴ 19 メダカ

８位 オイカワ 86 ホトケドジョウ 11 ヨシノボリ類 14 オイカワ 29 ヨシノボリ類 10 タイリクバラタナゴ 10 ウグイ 19 タモロコ

９位 アブラハヤ 82 アブラハヤ 9 コイ 13 メダカ 27 シマドジョウ 10 ジュズカケハゼ 9 コイ 15 ヨシノボリ類

１０位 ウグイ 73 コイ 8 オオクチバス 10 ウグイ 26 オイカワ 9 オオクチバス 7 アブラハヤ 7 タイリクバラタナゴ

【全県】

調査の結果、県内では採捕地点数が最も多かったのはドジョウであり、全調査地点４１６地点の６
６％にあたる２７８地点確認されました。続いて、フナ類（２４５地点）、タモロコ（１９４地点），モツゴ
（１６６地点），メダカ（１２２地点）となっています。
採捕地点数が多かった種（1位から10位まで）を表４及び図３から図９に示します。また、一覧表を
表５に示します。

表４　採捕地点数が多かった種　（１位から１０位まで）

図３　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（全県）
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【管内別】

図４　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（大河原管内） 図５　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（仙台管内）

図６　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（大崎管内） 図７　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（栗原管内）

図８　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（登米管内） 図９　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（石巻管内）
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採捕地点数 採捕地点数 採捕地点数 採捕地点数 採捕地点数 採捕地点数 採捕地点数 採捕地点数

１位 ドジョウ 278 ドジョウ 31 フナ類 34 ドジョウ 99 ドジョウ 44 ドジョウ 44 ドジョウ 37 ドジョウ 1

２位 フナ類 245 オイカワ 26 ドジョウ 22 フナ類 83 モツゴ 42 フナ類 33 フナ類 35 アブラハヤ 1

３位 タモロコ 194 フナ類 25 タモロコ 22 タモロコ 61 タモロコ 40 タモロコ 28 モツゴ 27 カジカ 1

４位 モツゴ 166 タモロコ 21 モツゴ 20 モツゴ 43 フナ類 35 モツゴ 27 メダカ 23 ヤマメ 1

５位 メダカ 122 ウグイ 12 メダカ 20 アブラハヤ 39 メダカ 26 メダカ 26 タモロコ 22

６位 タイリクバラタナゴ 104 ヤマメ 12 タイリクバラタナゴ 15 タイリクバラタナゴ 35 タイリクバラタナゴ 14 ヨシノボリ類 18 ヨシノボリ類 22

７位 ヨシノボリ類 100 タイリクバラタナゴ 11 オイカワ 14 ヨシノボリ類 31 アブラハヤ 12 アブラハヤ 14 タイリクバラタナゴ 19

８位 オイカワ 86 ホトケドジョウ 11 ヨシノボリ類 14 オイカワ 29 ヨシノボリ類 10 タイリクバラタナゴ 10 ウグイ 19

９位 アブラハヤ 82 アブラハヤ 9 コイ 13 メダカ 27 シマドジョウ 10 ジュズカケハゼ 9 コイ 15

１０位ウグイ 73 コイ 8 オオクチバス 10 ウグイ 26 オイカワ 9 オオクチバス 7 アブラハヤ 7

１１位シマドジョウ 47 モツゴ 7 ウグイ 6 シマドジョウ 26 ジュズカケハゼ 7 ナマズ 6 オイカワ 7

１２位コイ 45 シマドジョウ 6 ニゴイ 6 ホトケドジョウ 22 オオクチバス 6 コイ 6 ニゴイ 7

１３位ジュズカケハゼ 45 ニゴイ 6 ナマズ 4 ジュズカケハゼ 19 ウグイ 5 ウグイ 5 ジュズカケハゼ 6

１４位オオクチバス 38 ヨシノボリ類 5 ビワヒガイ 4 ギバチ 13 ギバチ 3 ウキゴリ 5 オオクチバス 6

１５位ホトケドジョウ 35 カマツカ 5 カラドジョウ 3 オオクチバス 9 ナマズ 3 シマドジョウ 4 ウキゴリ 6

１６位ニゴイ 29 ツチフキ 4 ホトケドジョウ 2 ニゴイ 9 カマツカ 2 ビワヒガイ 4 ナマズ 5

１７位ナマズ 25 カラドジョウ 3 カマツカ 2 スナヤツメ 9 ニゴイ 1 スナヤツメ 3 カネヒラ 5

１８位ビワヒガイ 19 ブルーギル 3 ブルーギル 2 ビワヒガイ 8 ビワヒガイ 1 カジカ 3 ボラ 5

１９位ギバチ 17 ジュズカケハゼ 2 ジュズカケハゼ 2 ナマズ 6 ヌマチチブ 1 カラドジョウ 3 ウナギ 3

２０位ヤマメ 14 スナヤツメ 2 ウナギ 2 カジカ 5 ウナギ 3 ヌマチチブ 2

２１位スナヤツメ 14 ニッコウイワナ 2 ボラ 2 コイ 3 カネヒラ 3 ブルーギル 2

２２位カラドジョウ 12 ナマズ 1 シマドジョウ 1 カラドジョウ 2 カムルチー 2 ビワヒガイ 1

２３位ウキゴリ 12 ビワヒガイ 1 テツギョ 1 カマツカ 1 オイカワ 1 カジカ 1

２４位カジカ 11 カジカ 1 ギバチ 1 ヤマメ 1 ワカサギ 1 カラドジョウ 1

２５位カマツカ 10 テツギョ 1 ウキゴリ 1 シナイモツゴ 1 カムルチー 1

２６位カネヒラ 8 ワカサギ 1 カムルチー 1 アカヒレタビラ 1 ビリンゴ 1

２７位ウナギ 8 タカハヤ 1 ビリンゴ 1 ツチフキ 1

２８位ブルーギル 7 イワナ 1 コクチバス 1 ヌマムツ 1

２９位ボラ 7 アユ 1 アシシロハゼ 1 カワムツ 1

３０位ツチフキ 5 マハゼ 1

３１位カムルチー 4

３２位ヌマチチブ 3

３３位テツギョ 2

３４位ビリンゴ 2

３５位ニッコウイワナ 2

３６位ワカサギ 2

３７位シナイモツゴ 1

３８位アカヒレタビラ 1

３９位ヌマムツ 1

４０位カワムツ 1

４１位タカハヤ 1

４２位コクチバス 1

４３位マハゼ 1

４４位アシシロハゼ 1

４５位イワナ 1

４６位アユ 1

採捕魚種数 46 29 29 26 19 24 30 4

調査地点数 1883 0 219 0 227 0 608 0 271 0 265 0 289 0 4

注意１）フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

表５　採捕地点数が多かった種　一覧表

栗原 登米 石巻 気仙沼全県 大河原 仙台 大崎
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４．魚類調査

（３）採捕地点数が多かった種

ドジョウ（ドジョウ科） フナ類（コイ科）※写真はギンブナ

タモロコ（コイ科） モツゴ（コイ科）

メダカ（メダカ科） タイリクバラタナゴ（コイ科）

ヨシノボリ類（ハゼ科） オイカワ（コイ科）

アブラハヤ（コイ科） ウグイ（コイ科）

-９-



４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果

１）水系別調査結果
①調査地点数

水系 北上川 鳴瀬川 名取川 阿武隈川 七北田川 その他

調査地点数 225 86 35 61 0 9

416

水系別の調査地点数は、北上川水系が５４％を占めており、続いて鳴瀬川水系が２１％、
阿武隈川水系が１５％、名取川水系が８％を占めています。
水系別の地点数を表６及び図１０に示します。

表６　水系別調査地点数

図１０　水系別調査地点割合

水系別調査地点割合

北上川
54%

鳴瀬川
21%

名取川
8%

阿武隈川
15%

七北田川
0%

その他
2%

北上川

鳴瀬川

名取川

阿武隈川

七北田川
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
１）水系別調査結果
②採捕種数と採捕率

※　採捕率＝採捕あり地点数÷総地点数×１００

水系 全　県 北上川 鳴瀬川 名取川 阿武隈川 七北田川 その他

採捕魚種数 46 36 26 23 30 0 11

採捕あり地点数 1,883 1,118 422 80 243 0 20

採捕率（％） 59.4 22.4 4.2 12.9 0.0 1.1

注意１）フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

水系別の採捕魚種数は、北上川が３６種、続いて阿武隈川が３０種，鳴瀬川が２６種となって
おり、採捕率は北上川で59.4％、鳴瀬川で22.4％、阿武隈川で12.9％となっております。
水系別の採捕された魚種数及び採捕率を表７及び図１１から１２に示します。

図11　水系別　採捕魚種数

図12　水系別　採捕割合

表７　水系別採捕魚種数と採捕率

水系別採捕率
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
　　１）水系別調査結果
　　③水系別採補魚種一覧

全県 北上川 鳴瀬川 名取川 阿武隈川七北田川 その他

フナ類 245 153 50 3 38 1

　　（ギンブナ） (150) (89) (31) (2) (27) (1)
　　（キンブナ） (46) (34) (8) (4)
　　（ゲンゴロウブナ） (29) (14) (7) (1) (7)
　　（フナ類・未同定） (20) (16) (4)
カネヒラ 8 8
タイリクバラタナゴ 104 71 15 1 17
オイカワ 86 31 21 4 28 2
アブラハヤ 82 44 28 8 1 1
ウグイ 73 39 19 7 7 1
モツゴ 166 118 31 3 13 1
タモロコ 194 122 36 2 31 3
ビワヒガイ 19 13 5 1
カマツカ 10 3 1 6
ニゴイ 29 15 3 11
コイ 45 23 5 1 16
シナイモツゴ 1 1
アカヒレタビラ 1 1
テツギョ 2 1 1
ツチフキ 5 1 4
ヌマムツ 1 1
カワムツ 1 1
タカハヤ 1 1
ドジョウ 278 166 70 12 24 6
カラドジョウ 12 6 2 4
シマドジョウ 47 21 20 3 3
ホトケドジョウ 35 1 21 10 1 2
ナマズ 25 17 4 4
ギバチ 17 6 11
メダカ 122 92 21 1 8
ブルーギル 7 2 5
オオクチバス 38 26 10 2
コクチバス 1 1
ヨシノボリ類 100 66 23 2 8 1
　　（オオヨシノボリ） (11) (11)
　　（トウヨシノボリ） (76) (53) (15) (2) (5) (1)
　　（カワヨシノボリ） (1) (1)
　　（シマヨシノボリ） (1) (1)
　　（ヨシノボリ類・未同定） (11) (2) (8) (1)
ジュズカケハゼ 45 33 10 2
ヌマチチブ 3 3
マハゼ 1 1
ウキゴリ 12 11 1
アシシロハゼ 1 1
ビリンゴ 2 1 1
ボラ 7 5 2
カムルチー 4 3 1
イワナ 1 1
ニッコウイワナ 2 2
ヤマメ 14 1 11 1 1
ワカサギ 2 1 1
アユ 1 1
カジカ 11 4 5 1 1
スナヤツメ 14 4 8 2
ウナギ 8 6 2
採補魚種数 46 36 26 23 30 0 11 0

（参考：採捕魚種数） (51) (39) (28) (24) (34) (0) (11) (0)

採補地点数 1883 1118 422 80 243 0 20 1883

※フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

　同定結果は参考として（）に示している。

備　　考

表８　平成１３年～１８年度調査において採補された魚種の一覧（水系毎）

種　　名
採補地点数
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果

２）用排別調査結果
①調査地点数

用排の別 用水 排水 用排兼用 河川 その他

全県 94 254 54 6 8

　大河原 20 53 2 3

　仙台 9 30 3

　大崎 21 71 21 4 0

　栗原 22 36 17 1 3

　登米 8 44 5 1

　石巻 14 20 6 1

　気仙沼 1

094 254 054 006 008

図14　用排水別　調査地点割合（管内毎）

図13　用排水別　調査地点割合（全県）

用排別の調査地点数は、排水が２５４点（６１％）を占めており、用水が９４地点（２３％），用排
兼用が５４地点（１３％）を占めています。
用排別の地点数を表９に示します。

表９　用排水路別調査地点数

図３　用排水別　調査地点割合（全県）

用排水別　調査地点数割合（全県）
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果

２）用排別調査結果
②採捕種数と採捕率

※　採捕率＝採捕あり地点数÷総地点数×１００

水系 全　県 用水 排水 用排兼用 河川 その他

採捕魚種数 46 32 42 23 19 16

採捕あり地点数 1,883 359 1164 299 34 27

採捕率（％） 19.1 61.8 15.9 1.8 1.4

注意１）フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

用排水別の採捕魚種数は、排水が４２種を占めており、続いて用水が３２種、用排兼用２３種
を占めています。
採捕率は、排水で61.8％を占めています。
用排水別の採捕された魚種数及び採捕率を表１０及び図１５～１６に示します。

表１０　用排水別採捕魚種数と採捕率

図16　　用排水別　採捕割合

図15　　用排水別　採捕魚種数

用排別　採捕率
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
　　２）用排別調査結果
　　③採捕魚種一覧表

全県 用水 排水 用排兼用 河川 その他

フナ類 245 43 158 35 5 3 0

　　（ギンブナ） (150) (29) (99) (16) (4) (2)
　　（キンブナ） (46) (7) (30) (7) (1)
　　（ゲンゴロウブナ） (29) (5) (20) (4)
　　（フナ類・未同定） (20) (2) (9) (8) (1)
カネヒラ 8 5 3 1
タイリクバラタナゴ 104 11 75 16 1 1
オイカワ 86 14 57 11 3 1
アブラハヤ 82 19 39 21 3
ウグイ 73 15 44 14
モツゴ 166 36 99 27 2 2
タモロコ 194 28 135 26 2 3
ビワヒガイ 19 1 10 7 1
カマツカ 10 1 7 1 1
ニゴイ 29 3 20 5 1
コイ 45 10 28 4 3
シナイモツゴ 1 1
アカヒレタビラ 1 1
テツギョ 2 1 1
ツチフキ 5 5
ヌマムツ 1 1
カワムツ 1 1
タカハヤ 1 1
ドジョウ 278 53 169 48 4 4
カラドジョウ 12 3 9
シマドジョウ 47 10 24 12 1
ホトケドジョウ 35 11 15 8 1
ナマズ 25 7 14 3 1
ギバチ 17 2 11 3 1
メダカ 122 21 81 18 1 1
ブルーギル 7 6 1
オオクチバス 38 7 23 5 2 1
コクチバス 1 1
ヨシノボリ類 100 30 53 14 2 2 0
　　（オオヨシノボリ） (11) (6) (2) (3) (1)
　　（トウヨシノボリ） (76) (20) (42) (11) (1) (2)
　　（カワヨシノボリ） (1) (1)
　　（シマヨシノボリ） (1) (1)
　　（ヨシノボリ類・未同定） (11) (2) (9)
ジュズカケハゼ 45 6 28 10
ヌマチチブ 3 3
マハゼ 1 1
ウキゴリ 12 2 10
アシシロハゼ 1 1
ビリンゴ 2 2
ボラ 7 7
カムルチー 4 2 2
イワナ 1 1
ニッコウイワナ 2 2
ヤマメ 14 7 5 1 1
ワカサギ 2 1 1
アユ 1 1
カジカ 11 2 4 3 1 1
スナヤツメ 14 4 6 3 1
ウナギ 8 5 3
採補魚種数 46 32 42 23 19 16 2

（参考：採捕魚種数） (51) (37) (45) (26) (21) (16) (0)

採補地点数 1883 359 1164 299 34 27 0

※フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

　同定結果は参考として（）に示している。

表11　平成１３年～１８年度調査において採補された魚種の一覧（用排毎）

種　　名
採補地点数

備　　考
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
３）水路構造別調査結果
①調査地点数

用排の別 土水路 コンクリート ため池 その他 不明

全県 243 130 25 2 16

　大河原 35 37 4 0 3

　仙台 16 20 3 2

　大崎 91 23 2 1

　栗原 27 35 12 5

　登米 42 12 2 1 1

　石巻 32 2 2 5

　気仙沼 1

水路構造別の調査地点数は、土水路が２４３点（５９％）を占めており、続いてコンクリート
水路が１３０地点（３１％），ため池が２５地点（６％）を占めています。
水路構造別の地点数を表12及び図１７から１８に示します。

表12　水路構造別調査地点数

図17　水路構造別　調査地点割合（全県）

図18　水路構造別　調査地点割合（管内毎）

水路構造別　調査地点数割合（全県）
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
３）水路構造別調査結果
②採補種数と採捕率

※　採捕率＝採捕あり地点数÷総地点数×１００

水系 全　県 土水路 コンクリート ため池 その他 不明

採捕魚種数 46 38 34 17 11 30

採捕あり地点数 1,883 1206 509 69 12 87

採捕率（％） 64.0 27.0 3.7 0.6 4.6

注意１）フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

図20　　水路構造別　採捕割合

水路構造別の採捕魚種数は、土水路が４３種，コンクリート水路で４１種、ため池で２０種が採
捕されています。
採捕率は、土水路で６４％を占めています。
水路構造別の採捕された魚種数と採捕率を表１３に示します。

図19　　水路構造別　採捕魚種数

表13　水路構造別　採捕魚種数及び採捕率
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
　　３）水路構造別調査結果
　　③採補魚種一覧

全県 土水路 コンクリート ため池 その他 不明

フナ類 245 156 70 9 10

　　（ギンブナ） (150) (96) (44) (5) (5)
　　（キンブナ） (46) (34) (11) (1) (0)
　　（ゲンゴロウブナ） (29) (10) (13) (3) (3)
　　（フナ類・未同定） (20) (16) (2) (2)
カネヒラ 8 4 1 3
タイリクバラタナゴ 104 72 25 3 4
オイカワ 86 46 35 2 1 2
アブラハヤ 82 62 17 1 2
ウグイ 73 45 23 3 1 1
モツゴ 166 92 50 15 1 8
タモロコ 194 124 58 5 7
ビワヒガイ 19 11 6 1 1
カマツカ 10 2 7 1
ニゴイ 29 18 10 1
コイ 45 21 14 4 6
シナイモツゴ 1 1
アカヒレタビラ 1 1
テツギョ 2 1 1
ツチフキ 5 3 2
ヌマムツ 1 1
カワムツ 1 1
タカハヤ 1 1
ドジョウ 278 190 70 5 2 11
カラドジョウ 12 7 4 1
シマドジョウ 47 39 7 1
ホトケドジョウ 35 26 7 1 1
ナマズ 25 15 7 1 1 1
ギバチ 17 15 1 1
メダカ 122 85 28 3 1 5
ブルーギル 7 6 1
オオクチバス 38 20 11 5 2
コクチバス 1 1
ヨシノボリ類 100 64 27 4 1 4
　　（オオヨシノボリ） (11) (10) (1)
　　（トウヨシノボリ） (76) (48) (21) (3) (4)
　　（カワヨシノボリ） (1) (1)
　　（シマヨシノボリ） (1) (1)
　　（ヨシノボリ類・未同定） (11) (6) (3) (1) (1)
ジュズカケハゼ 45 31 10 4
ヌマチチブ 3 2 1
マハゼ 1 1
ウキゴリ 12 9 1 2
アシシロハゼ 1 1
ビリンゴ 2 1 1
ボラ 7 5 1 1
カムルチー 4 3 1
イワナ 1 1
ニッコウイワナ 2 2
ヤマメ 14 7 6 1
ワカサギ 2 2
アユ 1 1
カジカ 11 7 3 1
スナヤツメ 14 12 1 1
ウナギ 8 6 1 1
採補魚種数 46 38 34 17 11 30 0

（参考：採捕魚種数） (51) (41) (39) (19) (10) (32) (0)

採補地点数 1883 1206 509 69 12 87 0

※フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

　同定結果は参考として（）に示している。

採補地点数
備　　考

表14　平成１３年～１８年度調査において採補された魚種の一覧（水路構造毎）

種　　名
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
４）流速別調査結果
①調査地点数

流速の別 ０～０．２ ０．２～０．５ ０．５～１．０ １．０以上 計測不可 未測定

全県 85 61 15 2 19 234

図22　流速別　調査地点割合（全県）

図21　流速別　調査地点割合（全県）

流速別調査地点数は、０～０．２m/sが８５地点、０．２～０．５m/sが６１地点でした。
流速別の地点数を表15に示します。

表15　流速別調査地点数

図３　用排水別　調査地点割合（全県）

流速別　調査地点数割合（全県）

85

61

15
2

234

19

0

50

100

150

200

250

０～０．２ ０．２～０．５ ０．５～１．０ １．０以上 計測不可 未測定

流速別調査地点割合（全県）

０～０．２
20%

０．２～０．５
15%

０．５～１．０
4%

１．０以上
0%

計測不可
5%

未測定
56%

０～０．２

０．２～０．５

０．５～１．０

１．０以上

計測不可

未測定

-１９-



４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果

４）流速別調査結果
②採捕種数と採捕率

※　採捕率＝採捕あり地点数÷総地点数×１００

流速　 全　県 0～0.2m/s 0.2～0.5m/s 0.5～1.0m/s 1.0m/s以上 計測不可 未測定

採捕魚種数 46 32 31 17 5 25 40

採捕あり地点数 1,883 422 354 72 4 125 906

採捕率（％） 22.4 18.8 3.8 0.2 6.6 48.1

注意１）フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

流速別の採捕魚種数は、０～０．３m/sが３２種、０．３～０．５m/sが３１種、０．５～１．０m/sが
１７種、１．０m/s以上が５種となっており、採捕率は、０～０．３m/sが２２．４％、０．３～０．５
m/sが１８．８％、０．５～１．０m/sが３．８％、１．０m/s以上が０．２％となっております。流速
が遅いほうが採捕魚種数、採捕率とも流速が遅い方が多くの種を確認できた。

表16　流速別採捕魚種数と採捕率

図24　流速別　採捕割合

図23　　流速別　採捕魚種数

流速別　採捕率

0～0.2m/s
22%

0.2～0.5m/s
19%

0.5～1.0m/s
4%

1.0m/s以上
0%

計測不可
7%

未測定
48%

0～0.2m/s

0.2～0.5m/s

0.5～1.0m/s

1.0m/s以上

計測不可

未測定

用排別　採捕魚種数

32
31

17

5

25

40

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

0～0.2m/s 0.2～0.5m/s 0.5～1.0m/s 1.0m/s以上 計測不可 未測定

用排水分類

魚
種
数

-２０-



４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
　　４）流速別調査結果
　　③採捕魚種一覧

全県 ０～０．２ ０．２～０．０．５～１．１．０以上 計測不可 未測定

フナ類 245 63 44 11 1 21 105

　　（ギンブナ） (150) (37) (31) (7) (1) (11) (63)
　　（キンブナ） (46) (13) (9) (2) (6) (16)
　　（ゲンゴロウブナ） (29) (10) (2) (2) (3) (12)
　　（フナ類・未同定） (20) (3) (2) (1) (14)
カネヒラ 8 2 3 1 2
タイリクバラタナゴ 104 19 15 5 7 58
オイカワ 86 20 16 3 7 40
アブラハヤ 82 15 19 4 1 3 40
ウグイ 73 13 14 4 3 39
モツゴ 166 40 33 4 14 75
タモロコ 194 48 38 7 1 11 89
ビワヒガイ 19 5 8 1 5
カマツカ 10 1 1 1 7
ニゴイ 29 8 4 2 3 12
コイ 45 14 6 1 2 22
シナイモツゴ 1 1
アカヒレタビラ 1 1
テツギョ 2 1 1
ツチフキ 5 5
ヌマムツ 1 1
カワムツ 1 1
タカハヤ 1 1
ドジョウ 278 57 50 11 1 16 143
カラドジョウ 12 1 11
シマドジョウ 47 11 13 4 3 16
ホトケドジョウ 35 6 6 3 20
ナマズ 25 7 5 3 10
ギバチ 17 1 3 2 11
メダカ 122 35 25 4 7 51
ブルーギル 7 1 6
オオクチバス 38 10 3 4 21
コクチバス 1 1
ヨシノボリ類 100 21 21 5 0 5 48
　　（オオヨシノボリ） (11) (5) (2) (4)
　　（トウヨシノボリ） (76) (20) (15) (3) (5) (33)
　　（カワヨシノボリ） (1) (1)
　　（シマヨシノボリ） (1) (1)
　　（ヨシノボリ類・未同定） (11) (1) (1) (9)
ジュズカケハゼ 45 8 8 5 24
ヌマチチブ 3 1 2
マハゼ 1 1
ウキゴリ 12 1 4 1 6
アシシロハゼ 1 1
ビリンゴ 2 2
ボラ 7 2 2 1 2
カムルチー 4 1 1 2
イワナ 1 1
ニッコウイワナ 2 2
ヤマメ 14 1 13
ワカサギ 2 2
アユ 1 1
カジカ 11 3 3 1 4
スナヤツメ 14 2 3 2 1 6
ウナギ 8 3 1 2 2
採補魚種数 46 32 31 17 5 25 40

（参考：採捕魚種数） (51) (34) (34) (20) (4) (27) (45)

採補地点数 1883 422 354 72 4 125 906

※フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

　同定結果は参考として（）に示している。

表１７　平成１３年～１８年度調査において採補された魚種の一覧（流速毎）

種　　名
採補地点数
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
５）水温別調査結果
①調査地点数

水温 １～１５℃ １５～２０℃ ２０～２５℃ ２５～３０℃ ３０℃以上 未測定

全県 64 61 89 39 2 161

図26　水温別　調査地点割合（全県）

図25　水温別　調査地点割合（全県）

２０～２５℃の地点数が８９地点（２１％）となっております。
水温別の地点数を表18に示します。

表18　水温別調査地点数

図３　用排水別　調査地点割合（全県）

水温別　調査地点数割合（全県）
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
５）水温別調査結果
②採補種数と採捕率

※　採捕率＝採捕あり地点数÷総地点数×１００

水温別 全　県 １～１５℃ １５～２０℃ ２０～２５℃ ２５～３０℃ ３０℃以上 未測定

採捕魚種数 46 32 30 33 19 5 40

採捕あり地点数 1,883 231 267 460 160 4 761

採捕率（％） 12.3 14.2 24.4 8.5 0.2 40.4

注意１）フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

水温別の採捕魚種数は、
水温別の採捕された魚種数及び採捕率を表１９に示します。

表１９　水温別採捕魚種数と採捕率

図28　水温別　採捕割合

図27　　水温別　採捕魚種数
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
　　　５）水温別調査結果
　　　③採補魚種一覧

全県 １～１５℃ １５～２０℃２０～２５℃２５～３０℃３０℃以上未測定

フナ類 245 21 31 73 26 1 91

　　（ギンブナ） (150) (15) (22) (43) (16) (1) (53)
　　（キンブナ） (46) (5) (6) (16) (5) (14)
　　（ゲンゴロウブナ） (29) (1) (3) (8) (3) (12)
　　（フナ類・未同定） (20) (6) (2) (12)
カネヒラ 8 3 2 3
タイリクバラタナゴ 104 9 22 8 52
オイカワ 86 18 13 18 3 33
アブラハヤ 82 19 14 9 3 32
ウグイ 73 9 19 16 2 37
モツゴ 166 18 9 47 19 1 63
タモロコ 194 19 18 48 25 1 74
ビワヒガイ 19 4 27 4 3 3
カマツカ 10 2 5 1 7
ニゴイ 29 2 8 1 14
コイ 45 2 4 11 3 26
シナイモツゴ 1 5
アカヒレタビラ 1 1 1
テツギョ 2 1 1
ツチフキ 5 3 1
ヌマムツ 1 1 1
カワムツ 1 1
タカハヤ 1 1
ドジョウ 278 32 40 66 28 112
カラドジョウ 12 2 1 9
シマドジョウ 47 12 11 9 2 13
ホトケドジョウ 35 9 13 2 1 10
ナマズ 25 1 8 5 11
ギバチ 17 2 3 12
メダカ 122 10 16 37 14 1 44
ブルーギル 7 2 2 1 1 1
オオクチバス 38 1 4 10 6 17
コクチバス 1 1
ヨシノボリ類 100 10 12 28 9 0 41
　　（オオヨシノボリ） (11) (3) (1) (5) (1) (1)
　　（トウヨシノボリ） (76) (5) (10) (22) (4) (35)
　　（カワヨシノボリ） (1) (1)
　　（シマヨシノボリ） (1) (1)
　　（ヨシノボリ類・未同定） (11) (1) (1) (4) (5)
ジュズカケハゼ 45 5 3 20 17
ヌマチチブ 3 1 1 1
マハゼ 1 1
ウキゴリ 12 1 2 3 6
アシシロハゼ 1 1
ビリンゴ 2 1 1
ボラ 7 1 3 3
カムルチー 4 1 1 2
イワナ 1 1
ニッコウイワナ 2 1 1
ヤマメ 14 5 4 5
ワカサギ 2 2
アユ 1 1
カジカ 11 3 2 1 1 4
スナヤツメ 14 4 3 1 6
ウナギ 8 1 2 3 2
採補魚種数 46 32 30 33 19 5 40

（参考：採捕魚種数） (51) (37) (33) (36) (22) (4) (43)

採補地点数 1883 231 267 460 160 4 761

※フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

　同定結果は参考として（）に示している。

表20　平成１３年～１８年度調査において採補された魚種の一覧（水温毎）

種　　名
採補地点数
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
６）水深別調査結果
①調査地点数

水深の別 0～0.3m 0.3～0.5m 0.5～0.8m 0.8～1.0m 1.0m以上 計測不可 未測定

全県 103 59 35 10 11 2 196

図30　水深別　調査地点割合（全県）

図29　水深別　調査地点割合（全県）

０～０．３ｍが１０３地点、０．３～０．５mが５９地点となっており、０．５m以下の調査地
点が３９％を占めています。
水深別の地点数を表２１に示します。

表21　水深別調査地点数

水深別　調査地点数割合（全県）
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
６）水深別調査結果
②採補種数と採捕率

※　採捕率＝採捕あり地点数÷総地点数×１００

水深 全　県 0～0.3m 0.3～0.5m 0.5～0.8m 0.8～1.0m 1.0m以上 計測不可 未測定

採捕魚種数 46 26 28 24 18 19 7 48

採捕あり地点数 1,883 508 273 219 54 43 8 778

採捕率（％） 27.0 14.5 11.6 2.9 2.3 0.4 41.3

注意１）フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

水深別の採捕魚種数は、排水が４７種を占めており、続いて用水が３９種、用排兼用２７種を
占めています。
採捕率は、排水で61.8％を占めています。
用排水別の採捕された魚種数及び採捕率を表２２に示します。

表22　水深別採捕魚種数と採捕率

図32　水深別　採捕割合

図31　　水深別　採捕魚種数
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
　　　６）水深別調査結果
　　　③採補魚種一覧

全県 ０～０．３ ０．３～０．０．５～０．０．８～１．１．０以上 計測不可 未測定

フナ類 245 73 32 36 8 10 2

　　（ギンブナ） (150) (47) (22) (22) (4) (6) 49
　　（キンブナ） (46) (18) (5) (5) (2) (4) 12
　　（ゲンゴロウブナ） (29) (6) (1) (6) (1) 15
　　（フナ類・未同定） (20) (2) (4) (3) (2) (1) 8
カネヒラ 8 2 2 1 3
タイリクバラタナゴ 104 21 11 16 5 2 1 48
オイカワ 86 22 9 9 3 3 40
アブラハヤ 82 23 13 4 2 40
ウグイ 73 17 12 7 2 35
モツゴ 166 50 26 24 4 2 2 58
タモロコ 194 57 32 23 5 6 71
ビワヒガイ 19 4 7 4 1 3
カマツカ 10 1 1 1 7
ニゴイ 29 4 5 7 2 11
コイ 45 7 5 7 1 25
シナイモツゴ 1 1
アカヒレタビラ 1 1
テツギョ 2 1 1
ツチフキ 5 5
ヌマムツ 1 1
カワムツ 1 1
タカハヤ 1 1
ドジョウ 278 84 42 23 9 3 1 116
カラドジョウ 12 1 1 10
シマドジョウ 47 16 10 4 1 16
ホトケドジョウ 35 10 5 1 19
ナマズ 25 7 7 1 2 8
ギバチ 17 2 3 2 10
メダカ 122 47 12 20 3 1 39
ブルーギル 7 7
オオクチバス 38 12 7 2 2 1 14
コクチバス 1 1
ヨシノボリ類 100 29 15 10 4 2 0
　　（オオヨシノボリ） (11) (4) (3) 4
　　（トウヨシノボリ） (76) (22) (10) (9) (4) (2) 29
　　（カワヨシノボリ） (1) 1
　　（シマヨシノボリ） (1) 1
　　（ヨシノボリ類・未同定） (11) (3) (2) (1) 5
ジュズカケハゼ 45 9 4 8 2 22
ヌマチチブ 3 1 1 1
マハゼ 1 1
ウキゴリ 12 3 2 1 6
アシシロハゼ 1 1
ビリンゴ 2 1 1
ボラ 7 1 2 1 3
カムルチー 4 1 1 2
イワナ 1 1
ニッコウイワナ 2 2
ヤマメ 14 1 13
ワカサギ 2 2
アユ 1 1
カジカ 11 2 4 5
スナヤツメ 14 4 4 1 5
ウナギ 8 2 1 4 1
採補魚種数 46 26 28 24 18 19 7 48

（参考：採捕魚種数） (51) (29) (31) (26) (19) (20) (6) (46)

採補地点数 1883 508 273 219 54 43 8 778

※フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

　同定結果は参考として（）に示している。

表23　平成１３年～１８年度調査において採補された魚種の一覧（水深毎）

種　　名
採補地点数
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
７）水路底堆積物別調査結果
①調査地点数

水路底堆積物堆積あり 堆積なし 未測定

全県 319 21 76

図34　水路底堆積物別　調査地点割合（全県）

図33　水路底堆積物別　調査地点割合（全県）

水路底堆積物別の調査地点数は、堆積物ありが３１９点（７７％）を占めております。
水路底堆積物別の地点数を表２４に示します。

表24　水路底堆積物別調査地点数

水路底堆積物別　調査地点数割合（全県）
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
７）水路底堆積別調査結果
②採捕地点数と採捕率

※　採捕率＝採捕あり地点数÷総地点数×１００

水路底堆積 全県 堆積あり 堆積なし 未測定

採捕魚種数 46 45 19 27

採捕あり地点数 1,883 1528 106 249

採捕率（％） 81.1 5.6 13.2

注意１）フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

水路底堆積別の採捕魚種数は、堆積ありが４５種、堆積なしが１９種となっており、採捕率は、堆積
が81％を占めているます。
水路底に泥や砂、レキ等が堆積している方が魚種が多く、採捕率が高い結果になりました。
水路底堆積別の採捕された魚種数及び採捕率を表２５に示します。

図36　　水路底堆積別　採捕割合

図35　　水路底堆積別　採捕魚種数

表25　水路堆積別　採捕魚種数及び採捕率

水路底堆積別　採捕率
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
　　　７）水路底堆積物別調査結果
　　　③採捕魚種一覧

全県 堆積物あり 堆積物なし 未測定

フナ類 245 201 15 29

　　（ギンブナ） (150) (120) (8) (22)
　　（キンブナ） (46) (42) (1) (3)
　　（ゲンゴロウブナ） (29) (22) (4) (3)
　　（フナ類・未同定） (20) (17) (2) (1)
カネヒラ 8 7 1
タイリクバラタナゴ 104 87 5 12
オイカワ 86 74 6 6
アブラハヤ 82 64 18
ウグイ 73 60 6 7
モツゴ 166 128 4 34
タモロコ 194 158 11 25
ビワヒガイ 19 18 1
カマツカ 10 7 2 1
ニゴイ 29 25 3 1
コイ 45 34 7 4
シナイモツゴ 1 1
アカヒレタビラ 1 1
テツギョ 2 2
ツチフキ 5 5
ヌマムツ 1 1
カワムツ 1 1
タカハヤ 1 1
ドジョウ 278 224 15 39
カラドジョウ 12 6 3 3
シマドジョウ 47 41 6
ホトケドジョウ 35 29 2 4
ナマズ 25 20 3 2
ギバチ 17 11 6
メダカ 122 100 7 15
ブルーギル 7 7
オオクチバス 38 29 3 6
コクチバス 1 1
ヨシノボリ類 100 79 9 12
　　（オオヨシノボリ） (11) (7) (3) (1)
　　（トウヨシノボリ） (76) (61) (6) (9)
　　（カワヨシノボリ） (1) (1)
　　（シマヨシノボリ） (1) (1)
　　（ヨシノボリ類・未同定） (11) (9) (2)
ジュズカケハゼ 45 34 3 8
ヌマチチブ 3 3
マハゼ 1 1
ウキゴリ 12 11 1
アシシロハゼ 1 1
ビリンゴ 2 2
ボラ 7 7
カムルチー 4 3 1
イワナ 1 1
ニッコウイワナ 2 2
ヤマメ 14 11 1 2
ワカサギ 2 2
アユ 1 1
カジカ 11 9 2
スナヤツメ 14 12 2
ウナギ 8 8
採補魚種数 46 45 19 27 0

（参考：採捕魚種数） (51) (50) (22) (30) (0)

採補地点数 1883 1528 106 249 0

※フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

　同定結果は参考として（）に示している。

採補地点数
備　　考

表26　平成１３年～１８年度調査において採補された魚種の一覧（水路底堆積別）

種　　名
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
８）水路内植生別調査結果
①調査地点数

水路植生物植生あり 植生なし 未測定

全県 331 17 68

図38　水路内植生別　調査地点割合（全県）

図37　水路内植生別　調査地点割合（全県）

水路内植生別の調査地点数は、植生ありが３３１点（８０％）を占めております。
用排別の地点数を表２７に示します。

表27　水路内植生別調査地点数

水路内植生別　調査地点数割合（全県）
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
８）水路内植生別調査結果
②採捕地点数と採捕率

※　採捕率＝採捕あり地点数÷総地点数×１００

植生別 全　県 植生なし 未測定

植生あり 抽水植物 水中植物 抽水水中 植生なし 未測定

採捕魚種数 46 37 30 16 25 35 37

採捕あり地点数 1,883 901 685 25 191 492 490

採捕率（％） 47.8 36.4 1.3 10.1 26.1 26.0

注意１）フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

水路内植生別の採捕魚種数は、植生があった地点は３７種、植生がない地点は３５種であり、大
いはありませんでした。植生あり地点数のうち抽水植物が植生している地点で３０種確認されました
水路底に泥や砂、レキ等が堆積している方が魚種が多く、採捕率が高い結果になりました。
水路底堆積別の採捕された魚種数及び採捕率を表２８に示します。

植生あり

図40　　水路植生別　採捕割合

図39　　水路植生別　採捕魚種数

表２８　水路植生別　採捕魚種数及び採捕率
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４．魚類調査
（４）環境調査別調査結果
　　　８）水路内植生別調査結果
　　　③採捕魚種一覧

全県 植生あり 抽水植物 水中植物 抽水水中 植生なし 未測定

フナ類 245 109 79 3 27 76 60

　　（ギンブナ） (150) (66) (44) (2) (20) (45) (39)
　　（キンブナ） (46) (27) (24) (3) (15) (4)
　　（ゲンゴロウブナ） (29) (7) (5) (1) (1) (12) (10)
　　（フナ類・未同定） (20) (9) (6) (3) (4) (7)
カネヒラ 8 4 4 1 3
タイリクバラタナゴ 104 52 39 1 12 25 27
オイカワ 86 44 31 3 10 25 17
アブラハヤ 82 46 34 1 11 11 25
ウグイ 73 32 23 2 7 19 22
モツゴ 166 69 57 2 10 56 41
タモロコ 194 96 79 1 16 50 48
ビワヒガイ 19 9 8 1 5 5
カマツカ 10 6 2 4 1 3
ニゴイ 29 11 7 4 8 10
コイ 45 12 10 1 1 17 16
シナイモツゴ 1 1 1
アカヒレタビラ 1 1 1
テツギョ 2 1 1 1
ツチフキ 5 4 4 1
ヌマムツ 1 1
カワムツ 1 1
タカハヤ 1 1 1
ドジョウ 278 145 110 3 32 64 69
カラドジョウ 12 2 2 5 5
シマドジョウ 47 32 25 7 7 8
ホトケドジョウ 35 21 10 11 4 10
ナマズ 25 6 5 1 11 8
ギバチ 17 7 6 1 4 6
メダカ 122 57 50 1 6 38 27
ブルーギル 7 3 3 3 1
オオクチバス 38 16 14 2 15 7
コクチバス 1 1
ヨシノボリ類 100 49 42 2 5 22 29
　　（オオヨシノボリ） (11) (4) (4) (2) (5)
　　（トウヨシノボリ） (76) (36) (31) (1) (4) (19) (21)
　　（カワヨシノボリ） (1) (1) (1)
　　（シマヨシノボリ） (1) (1) (1)
　　（ヨシノボリ類・未同定） (11) (7) (5) (1) (1) (1) (3)
ジュズカケハゼ 45 25 22 3 5 15
ヌマチチブ 3 2 2 1
マハゼ 1 1
ウキゴリ 12 6 6 1 5
アシシロハゼ 1 1
ビリンゴ 2 2
ボラ 7 1 1 2 4
カムルチー 4 1 1 2 1
イワナ 1 1
ニッコウイワナ 2 2
ヤマメ 14 7 7 4 3
ワカサギ 2 2
アユ 1 1 1
カジカ 11 5 3 2 2 4
スナヤツメ 14 11 7 1 3 1 2
ウナギ 8 6 6 1 1
採補魚種数 46 37 30 16 25 35 37

（参考：採捕魚種数） (51) (42) (35) (17) (27) (38) (40)

採補地点数 1883 901 685 25 191 492 490

※フナ類とヨシノボリ類は同定が困難であることから、それぞれ１種として集計している。

　同定結果は参考として（）に示している。

採補地点数

表29　平成１３年～１８年度調査において採補された魚種の一覧（水路植生別）

種　　名
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４．魚類調査
（５）希少種及び外来種採捕結果

１）希少種

（地点数）

全県 大河原 仙台 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼

シナイモツゴ 1 1

アカヒレタビラ 1 1

テツギョ 2 1 1

ホトケドジョウ 35 11 2 22

ギバチ 17 1 13 3

メダカ 122 20 27 26 26 23

スナヤツメ 14 2 9 3

採捕魚種数 7 3 4 6 2 2 1

希少種は７種確認されています。採捕された希少種と管内別採捕種数を表３０・３１
に示します。

表30　平成１３年～１８年度調査において採捕された希少種

表31　採捕調査地点数及び採捕種数

図41　採捕種数　希少種（管内毎）

種　　名 採捕地点数 区分

シナイモツゴ 1

アカヒレタビラ 1

テツギョ 2

ホトケドジョウ 35 絶滅危惧Ⅰ類Ｂ

ギバチ 17 絶滅危惧Ⅱ類

メダカ 122 絶滅危惧Ⅱ類

スナヤツメ 14 絶滅危惧Ⅱ類
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４．魚類調査
（５）希少種及び外来種採捕結果

２）外来種

（地点数）

全県 大河原 仙台 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼

タイリクバラタナゴ 104 11 15 35 14 10 19

カラドジョウ 12 3 3 2 3 1

ブルーギル 7 3 2 2

オオクチバス 38 10 9 6 7 6

コクチバス 1 1

カムルチー 4 1 2 1

採捕魚種数 6 3 6 3 2 4 5

表33　採捕調査地点数及び採捕種数

図42　採捕魚種数　外来種（管内毎）

表32　平成１３年～１８年度調査において採捕された希少種

種　　名 採捕地点数 備　考

タイリクバラタナゴ

カムルチー 4

7

オオクチバス 38

カラドジョウ

外来種は６種確認されています。採捕された外来種と管内別採捕種数を表３２・３３
に示します。
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４．魚類調査
（５）希少種及び外来種採捕結果

全県 大河原 仙台 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼

シナイモツゴ 希少種 1 1
アカヒレタビラ 希少種 1 1
テツギョ 希少種 2 1 1
ホトケドジョウ 希少種 35 11 2 22
ギバチ 希少種 17 1 13 3
メダカ 希少種 122 20 27 26 26 23
スナヤツメ 希少種 14 2 9 3
（採補された魚種数） 7 3 4 6 2 2 1 0

192 14 24 73 29 29 23 0

全県 大河原 仙台 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼
タイリクバラタナゴ 外来種 104 11 15 35 14 10 19
カラドジョウ 外来種 12 3 3 2 3 1
ブルーギル 外来種 7 3 2 2
オオクチバス 外来種 38 10 9 6 7 6
コクチバス 外来種 1 1
カムルチー 外来種 4 1 2 1
（採補された魚種数） 6 3 6 3 2 4 5 0

166 17 32 46 20 22 29 0

表34　　平成１３年～１８年度調査において採補された希少種の一覧

種　　名
採補地点数

表35　　平成１３年～１８年度調査において採補された外来種の一覧

種　　名
採補地点数
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５．カエル調査
（１）調査結果

１）調査地点数

管内 市町村名 （旧市町村） 調査地点数 管内 市町村名 （旧市町村） 調査地点数

大河原 角田市 3 栗原 栗原市 27

(17地点) 蔵王町 1 (27地点) 築館町 8

大河原町 1 若柳町 3

柴田町 8 栗駒町 2

川崎町 4 一迫町 1

仙台 岩沼市 6 瀬峰町 6

(24地点) 亘理町 3 金成町 5

山元町 1 志波姫町 2

松島町 11 登米 登米市 15

大和町 2 (15地点) 迫町 2

大衡村 1 東和町 6

大崎 大崎市 34 中田町 3

(66地点) 古川市 11 石越町 1

松山町 2 南方町 1

鹿島台町 8 津山町 2

岩出山町 4 石巻 石巻市 15

涌谷町 1 (16地点) 石巻市 6

田尻町 8 河北町 8

加美町 23 北上町 1

中新田町 5 東松島市 1

小野田町 10 矢本町 1

宮崎町 8 気仙沼（１地点本吉町 1

美里町 9

小牛田町 3 調査地点数 166地点

南郷町 6

平成１３年度から１８年度まで６カ年で県内全域１６６地点で調査が行われました。
各管内及び市町村別の地点数を表３６に示します。

表36　　各管内及び市町村別のカエル調査地点数

図43　各管内別　カエル調査地点数割合

各管内別　カエル調査地点割合
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５．カエル調査
（１）調査結果

２）採捕種数

全県 大河原 仙台 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼

採捕種数 7 7 6 7 4 4 6 1

調査の結果、県内では４科７種が確認されており、これは全国に生息するカエ
ル約４２種の約２割にあたります。
総採捕種数を表３７に示します

表37　総採捕種数

図44　採捕種数　カエル（管内別）
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５．カエル調査
（１）調査結果

　　３）採捕種一覧

全県 大河原 仙台 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼

アズマヒキガエル 3 1 2

アマガエル 95 5 10 46 20 6 8

ニホンアカガエル 108 7 17 41 12 14 16 1

トウキョウダルマガエル 78 1 9 34 21 10 3

ツチガエル 29 6 1 21 1

ウシガエル 40 5 13 13 1 5 3

シュレーゲルアオガエル 10 1 1 6 2

（採捕された種数） 7 7 6 7 4 4 6 1

採捕地点数 363 26 51 163 54 35 33 1

備　　考

調査の結果、採捕されたカエルを表３８に示します。

表38　平成１３年～１８年度調査において確認されたカエルの一覧

採捕地点数
種　　名
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５．カエル調査
（１）調査結果

４）採捕地点数が多かった種

採補地点数 採補地点数 採補地点数 採補地点数 採補地点数 採補地点数 採補地点数 採補地点数

１位 ニホンアカガエル 108 ニホンアカガエル 7 ニホンアカガエル 17 アマガエル 46 トウキョウダルマガエル 21 ニホンアカガエル 14 ニホンアカガエル 16 ニホンアカガエル 1

２位 アマガエル 95 ツチガエル 6 ウシガエル 13 ニホンアカガエル 41 アマガエル 20 トウキョウダルマガエル 10 アマガエル 8

３位 トウキョウダルマガエル 78 アマガエル 5 アマガエル 10 トウキョウダルマガエル 34 ニホンアカガエル 12 アマガエル 6 トウキョウダルマガエル 3

４位 ウシガエル 40 ウシガエル 5 トウキョウダルマガエル 9 ツチガエル 21 ウシガエル 1 ウシガエル 5 ウシガエル 3

５位 ツチガエル 29 トウキョウダルマガエル 1 ツチガエル 1 ウシガエル 13 シュレーゲルアオガエル 2

６位 シュレーゲルアオガエル 10 シュレーゲルアオガエル 1 シュレーゲルアオガエル 1 シュレーゲルアオガエル 6 ツチガエル 1

７位 アズマヒキガエル 3 アズマヒキガエル 1 アズマヒキガエル 2

【全県】

図45　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（全県）

全県 大河原 仙台 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼

調査の結果、県内では採捕地点数が最も多かったのはニホンアカカガエルであり、全採捕地
点３６３地点の３０％にあたる１０８地点確認されました。続いて、アマガエル（９５地点），トウ
キョウダルマガエル（７８地点）となっています。
採捕一覧表を表３９に示します。

表39　採捕一覧表（カエル）

カエル種別採捕地点数（全県）
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【管内別】

図46　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（大河原管内） 図47　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（仙台管内）

図48　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（大崎管内） 図49　採捕地点数が多かった種（1位から４位）　（栗原管内）

図50　採捕地点数が多かった種（1位から４位）　（登米管内） 図51　採捕地点数が多かった種（1位から５位）　（石巻管内）
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種別採捕地点数（仙台）
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種別採捕地点数（石巻）
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種別採捕地点数（大崎）
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種別採捕地点数（栗原）
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種別採捕地点数（登米）
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５．カエル調査

（１）調査結果

４）採捕地点数が多かった種（写真）

ニホンアカガエル（アカガエル科） アマガエル（アマガエル科）

トウキョウダルマガエル（アカガエル科） ウシガエル（アカガエル科）

-４２-
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その他 ．ワーキンググループの概要

１）田んぼの生きもの調査ワーキンググループの目的

近年、農業農村の持つ多面的機能の重要性が認識され、平成１３年度に改正さ

れた土地改良法において「環境との調和への配慮」が盛り込まれました。

本県においても、環境に配慮した農業農村整備事業をすすめるため、また、農

業農村の多面的機能を啓発するため水田周辺に生息する生きものの現状把握を目

的に「田んぼの生きもの調査」を行ってきました。

このような状況をふまえ、「田んぼの生きもの調査」の調査結果の活用を目指

し、宮城県農業農村整備・広報広聴活動推進委員会に「田んぼの生きもの調査ワ

ーキンググループ」を設置し、調査結果のデータベース化及び田んぼの生きもの

マップを作成しています。

２）田んぼの生きもの調査ワーキンググループの内容

①「田んぼの生きもの調査」調査結果データベース化

平成１３年度から平成１８年度に県内で実施された「田んぼの生きもの調査」

全ての調査結果をとりまとめ

②「田んぼの生きものマップ」作成

田んぼの生きもの調査，田んぼの学校等の各種広報活動での活用を目指し、「田

んぼの生きものマップ」を作成するもの

Ａ 生きものの良 食 住
いいしよくじゆう

Ｂ 生きものの生活と環境配慮工法

Ｃ 田んぼの豆知識
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